
2
0
2
0
年
の
子
年

に
し
て
1
0
1
号
と
な

る
今
回
の
本
誌
で
あ
る

が
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

の
佳
節
を
迎
え
る
に
あ

た
り
「
地
域
と
共
に
歩

む
」
と
題
し
て
、
多
宝

会
が
日
頃
よ
り
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
地
域
を
、

時
節
に
応
じ
た
視
点
と

角
度
で
ご
紹
介
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
う
。

第
一
回
と
な
る
今
回

は
、
多
宝
会
の
発
祥
の

地
で
も
あ
る
「
土
湯
温

泉
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
て
ご
紹
介
す
る
。

土
湯
温
泉
は
ご
存
知

の
と
お
り
、
開
湯
千
年

の
歴
史
を
も
ち
、
こ
け
し
三
大

発
祥
地
の
ひ
と
つ
と
し
て
も
有

名
な
温
泉
観
光
地
で
あ
る
。
本

年
の
福
島
市
に
お
け
る
大
き
な

出
来
事
の
ひ
と
つ
に
、
本
市
出

身
の
大
作
曲
家
で
も
あ
る
古
関

裕
而
先
生
と
そ
の
妻
で
あ
る
金

子
さ
ん
を
モ
デ
ル
と
し
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
エ
ー

ル
」
の
放
映
が
あ
る
が
、
実
は
、

こ
の
土
湯
温
泉
と
古
関
裕
而
先

生
と
の
間
に
は
、
大
正
ロ
マ
ン

を
代
表
す
る
画
家
で
も
あ
る

「
竹
久
夢
二
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
で
結
ば
れ
て
い
た
。

昭
和
5
（
1
9
3
0
）
年
、

コ
ロ
ム
ビ
ア
に
念
願
の
入
社
を

果
た
し
た
古
関
は
翌
年
、
専
属

作
曲
家
と
し
て
の
活
動
を
開
始
。

そ
の
年
の
5
月
、
記
念
の
レ
コ
ー

ド
発
売
の
話
が
あ
り
、
か
つ
て

作
曲
し
た
「
福
島
行
進
曲
」

（
作
詞

野
村
俊
夫
）
を
吹
き
込

む
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
裏
面
が
「
記
念
す
べ
き

デ
ビ
ュ
ー
曲
は
自
作
で
郷
里
に

関
す
る
も
の
を
」
と
の
意
向
か

ら
「
福
島
夜
曲
（
せ
れ
な
ー
で
）
」

（
作
詞

竹
久
夢
二
）
に
決
定
さ

れ
た
。

こ
の
「
福
島
夜
曲
（
せ
れ
な
ー

で
）
」
は
、
1
9
2
9
（
昭
和

4
）
年
、
川
俣
銀
行
に
勤
務
中

だ
っ
た
古
関
が
大
の
夢
二
フ
ァ

ン
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
夢

二
展
が
福
島
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
を
聞
き
つ
け
て
早
速
会
場
に

出
か
け
、
巻
紙
に
描
か
れ
た
水

墨
彩
色
の
詩
画
「
福
島
夜
曲
」

に
深
く
感
動
、
歌
心
が
湧
き
起

こ
り
、
短
歌
を
全
部
ノ
ー
ト
に

写
し
て
帰
宅
、
す
ぐ
に
部
屋
に

こ
も
り
感
興
の
赴
く
ま
ま
に
作

曲
。
そ
の
ま
ま
初
対
面
の
夢
二

の
宿
泊
先
を
訪
ね
て
作
品
を
献

上
。
こ
こ
か
ら
曲
の
誕
生
と
発

売
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。

肝
心
の
土
湯
温
泉
と
の
結
び

つ
き
で
あ
る
が
、
夢
二
は
、
福

島
の
ホ
テ
ル
を
定
宿
に
し
、
大

正
3
年
か
ら
昭
和
4
年
ま
で
の

15
年
余
、
関
東
か
ら
福
島
、
会

津
方
面
を
往
来
し
て
お
り
、
そ

の
総
ま
と
め
が
十
二
景
に
わ
た

る
「
福
島
夜
曲
」
の
詩
画
で
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
に

「
土
湯
温
泉
」
に
頻
繁
に
立
ち

寄
り
温
泉
に
入
り
、
自
然
を
満

喫
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

片
鱗
が
「
福
島
夜
曲
（
せ
れ
な
ー

で
）
」
の
歌
詞
に
「
思
ひ
の
瀧
」

と
い
う
土
湯
温
泉
町
固
有
の
景

勝
地
名
が
明
確
に
歌
わ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

夢
二
に
憧
れ
た
古
関
。
福
島

に
所
縁
の
あ
る
夢
二
。
令
和
の

今
、
二
人
の
想
い
は
土
湯
温
泉

で
交
わ
り
、
朝
ド
ラ
「
エ
ー
ル
」

と
し
て
奏
で
ら
れ
る
。
放
映
の

開
始
は
3
月
30
日
で
あ
る
。
多

宝
会
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

土
湯
温
泉
町
に
、
古
関
裕
而
先

生
と
竹
久
夢
二
先
生
お
二
人
と

「
福
島
夜
曲
（
せ
れ
な
ー
で
）
」

に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
あ
ら

た
め
て
寄
り
添
っ
て
み
た
い
と

思
う
。

去
る
1
月
21
日
福
学
院
大
学
短

期
大
学
部
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
2

年
安
田
ゼ
ミ
の
皆
様
が
ま
ち
な
か

宝
生
園
に
来
館
し
、
朗
読

を
披
露
し
た
。
始
ま
る
前

は
緊
張
し
た
面
持
ち
だ
っ

た
が
、
い
ざ
始
ま
る
と
、

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

表
情
豊
か
に
声
の
協
調
や

口
調
、
ト
ー
ン
を
話
す
内

容
に
よ
り
変
え
、
「
桃
太

郎
」
や
「
く
も
の
糸
」
な

ど
全
3
題
目
を
朗
読
し
た
。

最
後
の
挨
拶
時
に
は
、
ご

利
用
者
よ
り
握
手
や
声
を
か
け
ら

れ
、
交
流
を
図
っ
た
。
ま
た
2
月

4
日
に
は
学
校
法
人
松
韻
学
園
福

島
高
等
学
校
の
生
徒
3
名
が
ま
ち

な
か
宝
生
園
に
会
社
見
学
会
で
来

館
し
た
。
最
初
は
緊
張
し
た
様
子

で
、
普
段
の
ご
利
用
者
の
過
ご
し

方
な
ど
質
問
し
て
い
た
が
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
節
分
に
参
加
す
る
と
、

緊
張
し
た
様
子
も
ほ
ぐ
れ
、
ご
利

用
者
と
触
れ
合
っ
た
。
帰
り
際
に

は
、
「
将
来
介
護
職
員
に
な
り
ま

す
」
と
。
将
来
の
介
護
職
員
が
生

ま
れ
た
。
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ウ
イ
ル
ス
と
人
間

と
の
戦
い
は
古
よ
り

続
い
て
き
た
が
、
最

古
の
事
例
で
は
、
数

千
年
前
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
や
北
ア
フ
リ
カ
で

初
め
て
出
現
し
た
と

さ
れ
て
い
る
▼
宇
宙
人
が
登
場

す
る
地
球
侵
略
が
テ
ー
マ
の
洋

画
で
は
、
人
間
が
ウ
イ
ル
ス
の

存
在
に
酷
似
し
て
い
る
か
の
よ

う
に
見
立
て
、
脅
威
と
し
て
攻

撃
を
仕
掛
け
て
く
る
シ
ー
ン
が

あ
る
が
、
我
々
人
類
か
ら
し
て

も
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
存
在
は
切

実
な
脅
威
で
あ
り
、
永
遠
の
ラ

イ
バ
ル
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
だ
ろ
う
▼
い
ま
地
球
規
模

で
猛
威
を
奮
っ
て
い
る
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
も
そ
の
ひ

と
つ
で
あ
る
▼
専
門
家
に
よ
る

と
、
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
の
は
、

そ
の
行
動
に
意
思
は
な
く
「
増

え
よ
う
」
と
か
「
拡
大
さ
せ
よ

う
」
と
い
う
の
で
は
な
し
に

「
環
境
が
与
え
ら
れ
た
か
ら
増

え
て
い
る
だ
け
」
な
の
だ
と
い

う
。
ま
た
、
宿
主
に
寄
生
し
な

け
れ
ば
生
き
て
は
い
け
な
い
極

め
て
活
動
範
囲
が
制
限
さ
れ
た

存
在
で
も
あ
る
と
い
う
▼
そ
う

考
え
た
時
、
人
類
と
ウ
イ
ル
ス

に
は
決
定
的
な
違
い
が
う
か
が

え
る
。
そ
れ
は
、
自
ら
の
意
思

を
も
ち
、
自
ら
他
者
と
の
関
わ

り
を
も
っ
て
和
を
尊
び
、
環
境

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
人
生

を
築
き
、
世
界
の
平
和
を
求
め

続
け
る
…
と
い
う
崇
高
な
存
在

で
あ
る
と
い
え
よ
う
▼
い
つ
し

か
宇
宙
人
に
も
、
こ
の
ウ
イ
ル

ス
と
人
類
の
火
を
見
る
よ
り
明

ら
か
な
違
い
を
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
日
が
来
る
こ
と
を
信
じ

て
や
ま
な
い
。

桜梅桃李
ご
厚
志
御
礼

阿
部

チ
ヨ

様

久
保
寺

フ
ク

様

こ
の
度
は
ご
寄
付
を
賜
り
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

韓
国
出
身
の
ソ
ス
ヨ
ン
様

が
、
ま
ち
な
か
宝
生
園
で
、

韓
国
衣
装
の
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ

を
身
に
ま
と
い
、
歌
謡
曲
を

は
じ
め
、
自
身
が
作
詞
し
た

歌
等
披
露
し
た
。
迫
力
あ
る

歌
声
は
、
ホ
ー
ル
中
に
響
き

渡
っ
た
。

1
月
1
日
に
日
本
財
団
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
自
販
機
を
ま
ち
な
か

宝
生
園
に
2
台
設
置
し
た
。
通

称
「
夢
の
貯
金
箱
」
で
あ
る
。

飲
料
1
本
購
入
に
つ
き
、
10
円

が
社
会
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

寄
付
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
C
S
R
活
動
に
職

員
全
員
で
参
加
で
き
る
。

後
藤
由
美
子
様
と
そ
の
ご
友

人
が
ま
ち
な
か
宝
生
園
に
来
館

し
、
ハ
ン
ド
ケ
ア
を
行
っ
た
。

冬
場
は
よ
り
乾
燥
す
る
た
め
、

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
し
っ
と

り
す
べ
す
べ
に
な
っ
た
手
を
見

て
、
ご
利
用
者
は
大
変
満
足
の

ご
様
子
だ
っ
た
。

新
日
本
舞
踊

藤
代
流
の
皆

様
が
ア
リ
ヴ
ァ
ー
レ
で
踊
り

を
披
露
し
た
。
大
慶
の
舞
か

ら
始
ま
り
、
全
8
演
目
。
ご

利
用
者
の
皆
様
、
素
敵
な
踊

り
を
真
剣
に
ご
覧
に
な
っ
て

い
た
。

「
土
湯
温
泉
町
」

土
湯
と
夢
二
と
古
関
裕
而
の
物
語

第
13
回
理
事
会
会
開
催

新
日
本
舞
踊
の
舞

響
き
渡
る
歌
声

ハ
ン
ド
ケ
ア

地域の学生さん

夢
の
貯
金
箱

令
和
元
年
度
第
二
回
苦
情
解
決
第
三
者
委
員
会
開
催

シリーズ 地域と共に歩む

去
る
11
月
25
日
17
時
よ
り
、
ま

ち
な
か
宝
生
園
こ
こ
ろ
ホ
ー
ル

に
て
、
第
13
回
理
事
会
が
開
催

さ
れ
た
。
今
年
の
法
人
運
営
状

況
を
報
告
し
、
新
し
い
年
を
迎

え
る
場
で
も
あ
る
。
始
め
に
加

藤
理
事
長
よ
り
「
今
年
は
、
技

能
実
習
生
受
入
準
備
、
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
導
入
等
行
っ
た
。
経
営

は
順
当
で
は
あ
る
が
、
役
員
の

皆
様
の
厳
し
い
目
線
で
、
忌
憚

な
き
ご
意
見
を
頂
き
た
い
」
と

挨
拶
が
あ
っ
た
。
引
き
続
き
、

令
和
元
年
度
中
間
報
告
、
第
一

補
正
予
算
、
業
務
契
約
等
と
次

第
に
よ
り
進
め
ら
れ
、
役
員
か

ら
質
疑
等
の
活
発
な
発
言
が
あ

り
、
慎
重
な
審
議
を
重
ね
た
結

果
、
全
て
原
案
通
り
採
択
さ
れ
、

理
事
会
の
一
切
が
終
了
し
た
。

去
る
2
月
21
日
14
時
よ
り
、

ま
ち
な
か
宝
生
園
8
階
こ
こ
ろ

ホ
ー
ル
に
て
「
令
和
元
年
度
第

二
回
苦
情
解
決
第
三
者
委
員
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
、
各

事
業
所
の
報
告
事
項
の
協
議
の

他
、
苦
情
受
付
担
当
者
の
役
割
、

苦
情
受
付
時
の
ポ
イ
ン
ト
等
、

齋
藤
圭
太
施
設
長
が
講
師
と
な

り
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用

し
な
が
ら
「
苦
情
受
付
に
関
す

る
ミ
ニ
勉
強
会
」
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
第
三
者
委
員
の
方
か
ら

は
、
「
受
付
担
当
者
は
、
直
接

苦
情
等
を
受
付
け
る
立
場
で
あ

る
。
本
当
に
大
変
な
お
仕
事
で

す
ね
」

と
、
日

ご
ろ
の

業
務
を

ね
ぎ
ら

う
言
葉

を
頂
い

た
。
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多宝会のロゴマークは
漢字の心の文字をデザイ
ンしました。人としての振る
舞いは心の働きによること

から、その在り方こそが大切であると考
えています。黄は奉仕、青は信頼、赤
は勇気を表しています。

多宝会の基本理念は「日々に心・日々
に信・日々に新」を掲げています。誠実
な心と行動によって信頼が築かれ安心
の日々をお過ごしいただけると考えて
います。スタッフ一同、明るく、優しく、
朗らかに、一日一日を大切に、人と地
域を元気にしたいと思っています。
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い
よ
い
よ
3
月
30
日
か
ら

朝
ド
ラ
「
エ
ー
ル
」
が
始
ま

る
わ
ね
！
私
、
窪
田
正
孝
く

ん
の
大
フ
ァ
ン
な
の
～
♪
毎

朝
ち
ゃ
ん
と
ド
ラ
マ
観
れ
る

様
に
「
打
倒
コ
ロ
ナ
！
打
倒

か
ふ
ん
！
」
で
体
調
管
理
を

徹
底
す
る
わ
！

多宝会 HOT LINE
施設の話題をいち早くお届けする

土
湯
宝
生
園

ケアハウスで3年連続受賞
第45回福島市福祉作品展が開催されました。ケア

ハウスからは書道を出展いたしました。毎月稽古を

重ねたかいもあり、見事3年連続「福島市福祉事務所

長賞」を受賞しました。会

場の人達からも賛辞の言葉

を頂き、喜び且つ来年の作

品に意欲を燃やす姿が見ら

れました。

デイサービスのクリスマス調理レク

ミートローフ、オニオンスープ、マッシュポテト

の3品を作りました。「皆で一緒に作って食べるの

は美味しい」「自分にでき

ることがあるのは嬉しい」

等の声もあり、皆様役割を

持って、いきいきと取り組

んでおられました。

ケアハウス新年会

東京から招いた職人の握る寿司バイキングや、創

意工夫を凝らしたオードブルに舌鼓を打ちました。

余興では、目隠しをして食

材を当てるゲームを行い会

場は大いに盛り上がりまし

た。最後は合唱で締めくく

りました。

デイサービスのバレンタイン

パントリュフ＆フルーツチョコ作りを行いました。

丸めた食パンをチョコやココアパウダーで飾り付け

ました。また、フルーツにチョコをつけてピックで

可愛らしく施しました。「皆
ほどこ

でやるのは楽しいね」等の喜

びの声があり、淹れたてのコー

ヒーと紅茶で、優雅なひと時

を過ごしました。

サンタがやってきた！

まちなか宝生園

板倉雅信様がサンタとなり、

まちなか宝生園を訪れました。

ご利用者と手を取り合い、皆

様大喜びでクリスマスソング

を一緒に歌いました。

デイサービス年送り大運動会

今年は「桃太郎と大運動会」という事で、ご利用者が桃

太郎となり、おじいさんを助けるべ

く「きび団子送り」「鬼退治」競技

を楽しみました。その後、サイダー

で乾杯、ビンゴゲームを楽しみまし

た。

特養・ショートの忘年会

今年も職員の出し物を披露し、

ご利用者参加の合唱やビンゴ大会

等、バラエティーに富んだ忘年会

でした。「また来年もよろしくね」

等、お喜びの声を多数頂きました。

もちつき大会

今年一年ご利用者の健康を願い、

皆で声を掛け合い餅つきを行いま

した。ご利用者が千本杵でつきま

したが、さすが腰の入れ方がベテ

ランでした。杵と臼でついたお餅

の味は格別でした。

デイサービスのクラブ活動

今回は「書道」「パステルアー

ト」を行いました。書道では皆

さん上手に書き、楽しまれてい

ました。またパステルアートで

は、パステルチョークを削った

粉で「節分の鬼」を描きました。

合同新年会

ア
リ
ヴ
ァ
ー
レ
・
ほ
の
ぼ
の
宝
生
園

アリヴァーレ宝生園、ほのぼの宝生園合同新年会

を行いました。大きな掛け声とともに令和初の餅つ

きがスタートし、杵や

千本木を使ってつきま

した。「なつかしい」

「上手くつけるかな？」

等の声がありましたが、

昔とった杵柄なのか、

皆さん上手でした。つ

きたての餅は、あんや

みたらし、くるみ、つ

ゆ餅にして美味しくい

ただきました。また、

獅子に頭を噛んでもら

い、今年一年の無病息

災をお願いしました。

当初職員がサンタになる予定でしたが、ご利用者

が衣装を着たところ「あら似合ってるじゃない」

「暖かそうでいいわ」と喜

ばれたので、急遽ご利用者

全員がサンタになりました。

ピザやケーキを食べたり、

歌ったりして笑顔の絶えな

いクリスマスでした。

ほのぼの宝生園クリスマス

豆まき

鬼に豆をぶつけることで

邪気を払い、一年の無病息

災を願いながら豆まきを行

いました。「鬼は外」「福

は内」と大きな声で豆まき

を楽しみました。

宝
寿
木
村
屋

クリスマス会

サンドイッチや寿司など美味しい料理を食べゲーム

を楽しむユニットや甘いスィー

ツとプレゼントを満喫するユ

ニットなど、楽しいクリスマ

ス会でした。プレゼントは職

員が、ご利用者一人一人のこ

とを思いながら選びました。

餅つき

ボランティアの方にご協力いただきながら、餅つき

を行いました。ご利用者も杵を持ち、「よっこいしょー」

と掛け声をかけて、ペッタン・

ペッタン。つきたてのお餅は、

雑煮やあんこ餅、ずんだ餅、

ゴマ餅となり、あっという間

にご利用者のお口の中に入り

ました。

今年も元気に「こっここー！」

今年も元気な子供たちが「こっここー！」と言いな

がら、施設にやって来ました。木村屋ではお菓子の詰

め合わせを準備して、ご利

用者から子供たちに手渡し

をしました。その後、握手

をしながら「めんこいなぁ」

「子供は宝」と目じりが下

がりっぱなしでした。

節分

恵方巻を食べてから、豆まきを行いました。今年

は鬼の衣装を新調しました。

頭を撫でながら「かわいい

鬼だな～」と言いながらも、

思いっきり豆を投げていま

した。福が多い一年になり

ますように。

地域包括支援センター
上名倉東部千寿会での講話

上名倉東部千寿会の研修旅行の一環で、磐梯横

向温泉「森の料亭マウント磐梯」で、健康講話を

実施しました。口腔の衛生

状態が様々な疾病を誘発し、

健康寿命が関係しているこ

とを説明、「ももりん体操」

の実施、消費者被害につい

ての注意喚起を行いました。


